
【実施目的】
【実施方法等】

【資料の項目】

「いじめやハラスメントのない学校にするために〜⼈権を確かめあうアンケート〜」結果資料 奈良県教育委員会  ○県内の児童生徒が「いじめ」の被害者にも加害者にもなることがないよう、また、教職員の言動により児童生徒が肉体的・精神的に苦痛を感じるような「ハラスメント」が起きることがないよう、お互いに人権を確かめあうとともに、学校環境を点検する機会とする。○実施結果を、人権尊重の視点に立った学校づくりの推進に役立てる。○実施対象 県内の公立学校（小学校・中学校・義務教育学校・高等学校・特別支援学校）の児童生徒○実施方法 Google Workspace for Educationを使用し、各学校においてパソコン等を用いて回答する。回答は無記名とし、個人のアカウントは記録されないようにして行う。○実施期間 令和３年１２月１１日（土）の「人権を確かめあう日」を基準日として実施○実施状況 回答数等＜回答学校数合計＞ ３３２校小学校 １８５校中学校 ９４校義務教育学校 ４校高等学校 ４２校特別支援学校 ７校＜児童・生徒数合計＞ ９９,５８７人小学校 （義務教育学校前期・特別支援学校小学部を含む） ５５,９８１人中学校 （義務教育学校後期・特別支援学校中学部を含む） ２５,８９８人高等学校（特別支援学校高等部を含む） １７,７０８人

※結果資料内の表記について「スマホ等」とは、アンケート中の「パソコンや携帯電話、スマートフォンなど」のこと。「スマホ等以外」とは、「パソコンや携帯電話、スマートフォンなど以外」のこと。「被害」とは、「いじめと感じるようなことをされて、嫌な気持ちになったこと」とする。「加害」とは、「嫌な気持ちにさせたこと」とする。

（１）「いじめ」と感じるようなことをされて嫌な気持ちになったこと（被害）（２）相手を嫌な気持ちにさせたこと（加害）（３）今の気持ち（４）「違い」について（５）教職員の言動について
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（１）（１）（１）（１）「いじめ」と感じるようなことをされて嫌な気持ちになったこと（被害）「いじめ」と感じるようなことをされて嫌な気持ちになったこと（被害）「いじめ」と感じるようなことをされて嫌な気持ちになったこと（被害）「いじめ」と感じるようなことをされて嫌な気持ちになったこと（被害）

412 人（23.3%）103 人（13.8%）43 人（16.3%） 1,025 人（58%）572 人（76.9%）206 人（78%）
331 人（18.7%）69 人（9.3%）15 人（5.7%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校中学校高等学校 続いている 今はない 空白

525人（29.7%）
154人（8.7%）

471人（26.6%）
421人（23.8%）

423人（56.9%）
163人（21.9%）

136人（18.3%）
110人（14.8%）

180人（68.2%）
54人（20.5%）

60人（22.7%）
21人（8.0%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

悪口やからかい情報や動画を流す無視、仲間外しその他 小学校中学校高等学校

8,789人（15.7%）1,302人（ 5.0%）363人（2.0%） 47,192人（84.3%）24,596人（95.0%）17,345人（ 98.0%）
0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校中学校高等学校 ある ない
2,805人（31.9%）

4,429人（50.4%）
1,264人（14.4%）

2,071人（23.6%）
138人（1.6%）
657人（7.5%）
1,135人（12.9%）

246人（18.9%）
878人（67.4%）

163人（12.5%）
305人（23.4%）

18人（1.4%）
45人（3.5%）
153人（11.8%）

34人（9.4%）
217人（59.8%）

33人（9.1%）
114人（31.4%）

12人（3.3%）
10人（2.8%）

34人（9.4%）
0% 20% 40% 60% 80% 100%

たたく、蹴る悪口やからかい物を取る、隠すなど無視、仲間外し金銭の強要命令その他 小学校中学校高等学校

スマホ等 スマホ等 以外問１ 被害の有無
（問１で「ある」と回答した児童生徒について）問２ 被害の内容（複数回答可）

問４ 被害の有無
（問４で「ある」と回答した児童生徒について）問５ 被害の内容（複数回答可）

嫌な気持ちになったことが「ある」と回答した児童生徒は、スマホ等、スマホ等以外のどちらの場合も学校段階が進むにつれ、割合は下がる傾向にあった。その内容は、どちらの場合も、悪口やからかいが多かった。クロス集計１ 被害の重なり スマホ等（問１）× スマホ等以外（問４）

・オンラインゲームで自分だけ集中的に攻撃された・クロームブックを無理矢理ログアウトされた・クロームブックで勝手に性的なこと等を検索された 等 ・わざとぶつかられたり、押されたりした・鞄や筆箱を勝手に触られた・ふざけて名前を変えたり、嫌なあだ名で呼ばれた 等

1,768 人（3.2%）744 人（2.9%）264 人（1.5%） 54,213 人（96.8%）25,154 人（97.1%）17,444 人（98.5%）
0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校中学校高等学校 ある ない

問３ 被害の継続状況 3,050 人（34.7%）384 人（29.5%）95 人（26.2%） 5,077 人（57.8%）818 人（62.8%）242 人（66.7%）
662 人（7.5%）100 人（7.7%）26 人（7.2%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校中学校高等学校 続いている 今はない 空白
問６ 被害の継続状況

スマホ等のみ どちらとも スマホ等以外のみ 嫌な気持ちになった児童生徒小学校 951人（  9.8%） 817人（  8.4%） 7972人（81.8%） 9740人中学校 508人（28.1%） 236人（13.0%） 1066人（58.9%） 1810人高等学校 185人（33.8%）   79人（14.4%）   284人（51.8%） 548人
学校段階が進むにつれ、スマホ等での被害の割合が上がる傾向にあった。2



（２）（２）（２）（２）相手を嫌な気持ちにさせたこと（加害）相手を嫌な気持ちにさせたこと（加害）相手を嫌な気持ちにさせたこと（加害）相手を嫌な気持ちにさせたこと（加害）

1,846人（22.1%）
3,464人（41.5%）

560人（6.7%）
1,110人（13.3%）

67人（0.8%）
159人（1.9%）

1,070人（12.8%）
328人（10.3%）

1,252人（39.4%）
157人（4.9%）

144人（4.5%）
11人（0.3%）
30人（0.9%）

514人（16.2%）

50人（4.1%）
372人（30.6%）

24人（2.0%）
55人（4.5%）

6人（0.5%）
9人（0.7%）

198人（16.3%）
0% 20% 40% 60% 80% 100%

たたく、蹴る悪口やからかい物を取る、隠すなど無視、仲間外し金銭の強要命令その他 小学校中学校高等学校相手を嫌な気持ちにさせたことが「ある」と回答した児童生徒は、小・中学校では、スマホ等よりスマホ等以外が多く、高等学校では、スマホ等の方が多かった。その内容は、どちらの場合も、悪口やからかいが最も多かった。

507人（0.9%）
288人（1.1%）
113人（0.6%） 2,301人（4.1%）

2,080人（8.0%）
1,183人（6.7%） 53,173人（人（人（人（95.0%））））

23,530人（人（人（人（90.9%））））
16,412人（人（人（人（92.7%））））

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校中学校高等学校ある 分からない（あるかもしれない） ない
2,813人（5.0%）
494人（1.9%）
83人（0.5%） 5,542人（9.9%）

2,684人（10.4%）
1,134人（6.4%） 47,626人（85.1%）

22,720人（87.7%）
16,491人（93.1%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校中学校高等学校ある 分からない（あるかもしれない） ない
問７ 加害の有無 問９ 加害の有無

クロス集計２ 加害の重なり スマホ等（問７）× スマホ等以外（問９）

（問７で「ある」「分からない（あるかもしれない）」と回答した児童生徒について）問８ 加害の内容（複数回答可） （問９で「ある」「分からない（あるかもしれない）」と回答した児童生徒について）問１０ 加害の内容（複数回答可）

・言葉遣いが悪かった・わざと足を引っかけたり、とおせんぼしたりした・嫌なことを言われたりされたりしたので、やり返した 等

552 人（19.7%）155 人（5.5%）407 人（14.5%）635 人（22.6%）
619 人（26.1%）204 人（8.6%）148 人（6.3%）564 人（23.8%）
315 人（24.3%）112 人（8.6%）84 人（6.5%）250 人（19.3%）

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
悪口、からかいなど情報や動画を流す無視、仲間外しその他 小学校中学校高等学校

スマホ等 スマホ等 以外

学校段階が進むにつれ、スマホ等での加害の割合が上がる傾向にあった。高等学校では65％を超えている。クロス集計３ 加害と被害の重なりスマホ等での加害（問７）or  スマホ等以外での加害（問９）がある児童生徒× スマホ等での被害（問１）or  スマホ等以外での被害（問４）がある児童生徒
スマホ等のみ どちらとも スマホ等以外のみ 嫌な気持ちにさせた児童生徒小学校 344人（10.9%） 163人（  5.2%） 2650人（83.9%） 3157人中学校 229人（31.7%）   59人（  8.2%）   435人（60.2%）  723人高等学校   90人（52.0%）   23人（13.3%）     60人（34.7%） 173人

加害と被害には重なりがある。嫌な気持ちにさせたことがある児童生徒のうち、小学校では50％弱、中学校、高等学校では、30％弱が嫌な気持ちになったこともあることがわかる。嫌な気持ちにさせた（加害の）児童生徒 のうち 嫌な気持ちになった（被害の）児童生徒小学校 3,157人 のうち 1,496人（47.4%）中学校 723人 のうち 201人（27.8%）高等学校 173人 のうち 50人（28.9%）

・ゲームで特定の子だけを狙って攻撃した・きつい口調のメッセージや不快な画像を送った・LINEで既読を無視した 等
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（３）（３）（３）（３）今の気持ち今の気持ち今の気持ち今の気持ち

（４）（４）（４）（４）「違い」について「違い」について「違い」について「違い」について

学校段階が進むにつれ、無回答の割合が高くなる傾向にあった。その他の自由記述には、後悔や反省の言葉、今後気をつけるという回答が多く見られた。

5,859 人（60.4%）1,507 人（15.5%）660 人（6.8%）465 人（4.8%） 2,671 人（27.5%）
1,750 人（41.7%）465 人（11.1%）252 人（6.0%）272 人（6.5%） 1,861 人（44.4%）

570 人（31.5%）131 人（7.2%）120 人（6.6%）96 人（5.3%） 1,019 人（56.4%）
0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

しなければよかった謝罪、自己否定相手も悪い特に何もないその他無回答
小学校中学校高等学校

（問７または問９で、「ある」「分からない（あるかもしれない）」と回答した児童生徒について）問１１ 嫌な気持ちにさせたことに対する今の気持ち

・次からは気をつけようと思っている・なんでそんなことをしてしまったんだろうと思っている・やってしまった自分が恥ずかしい 等
44,905人（80.2%）
22,470人（86.8%）
15,204人（85.9%）

9,596人（17.1%）
3,192人（12.3%）
2,292人（12.9%）

1,480人（2.6%）
236人（0.9%）
212人（1.2%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校中学校高等学校認めることができる どちらとも言えない 認めることができない
問１６ 「違い」に対する考え 小学校では、学年が上がるにつれ、「認めることができる」割合は高くなるが、中学から高校では、割合にさほど変化がなかった。
クロス集計４ 加害と違いに対する考えの関係スマホ等orスマホ等以外での加害の有無 ×「違い」に対する考え（問１６）4.6% 3.3% 4.6%2.5% 0.8% 1.2%

0

1

2

3

4

5

小学校 中学校 高等学校加害あり 加害なし加害が「ある」と回答した児童生徒は、加害が「ない」と回答した児童生徒より、全ての校種において「違いを認めることができない」の割合が高くなった。

「違いを認めることができない」を選択した割合 認めることができる どちらとも言えない 認めることができない 総計加害がある 2,347 664 146 3,157加害がない 42,558 8,932 1,334 52,824加害がある 574 125 24 723加害がない 21,896 3,067 212 25,175加害がある 136 29 8 173加害がない 15,068 2,263 204 17,535小学校中学校高等学校
4



（５）（５）（５）（５）教職員の言動について教職員の言動について教職員の言動について教職員の言動について3,097人（5.5%）1,912人（ 7.4%）1,270人（ 7.2%） 52,884人（94.5%）23,986人（92.6%）16,438人（92.8%）
0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校中学校高等学校 ある ない
47,505人（84.9%）
20,559人（79.4%）
12,378人（69.9%）

8,476人（15.1%）
5,339人（20.6%）

5,330人（30.1%）
0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校中学校高等学校 ある ない

教職員の言動によって嫌な気持ちに児童生徒の割合は、校種間で大きな差はなかった。嫌な気持ちになったのは、中学校・高等学校では、「不安になるようなことを言われた」が最も多かった。教職員の言動によって嬉しい気持ちになった児童生徒の割合は、学校段階が進むにつれ、下がる傾向にあった。嬉しい気持ちになったことも、教職員にしてほしいことも、どの校種においても、「楽しくわかりやすい授業」が最も多かった。また、上位を占める項目は、校種間での差はあまり見られなかった。

782人（25.3%）
760人（24.5%）

767人（24.8%）
126人（4.1%）
246人（7.9%）

107人（3.5%）
279人（9.0%）

768人（24.8%）

555人（29.0%）
666人（34.8%）

327人（17.1%）
128人（6.7%）
189人（9.9%）

44人（2.3%）
107人（5.6%）

523人（27.4%）

283人（22.3%）
512人（40.3%）

150人（11.8%）
100人（7.9%）
119人（9.4%）

35人（2.8%）
63人（5.0%）

282人（22.2%）
0% 20% 40% 60% 80% 100%

きつくしかられた不安になるような言葉無視された容姿をからかわれた性別による決めつけ性的な冗談や質問体に触られたその他
小学校中学校高等学校

（問１２で「ある」と回答した児童生徒について）問１３ 嫌な気持ちになったことの内容（複数回答可）

問１２ 嫌な気持ちになったことの有無 問１４ うれしい気持ちになったことの有無

・話を聞いてくれない、信じてくれない・私がやったことだと決めつけられる・男女によって態度や接し方が違う・えこひいきをされた 等

（問１４で「ある」と回答した児童生徒について）問１５ 教職員にしてもらったことの内容（複数回答可）

（問１４で「ない」と回答した児童生徒について）問１５ 教職員にしてほしいことの内容（複数回答可）

1 楽しくわかりやすい授業 32,269人 67.9%2 困っているとき助けてくれた 21,417人 45.1%3 努力を認めてくれた 21,190人 44.6%4 納得いくように話してくれた 19,402人 40.8%1 楽しくわかりやすい授業 12,601人 61.3%2 努力を認めてくれた 9,058人 44.1%3 困っているとき助けてくれた 7,001人 34.1%4 同じように接してくれた 6,866人 33.4%1 楽しくわかりやすい授業 5,681人 45.9%2 努力を認めてくれた 5,318人 43.0%3 悩みや相談をよく聞いてくれた 3,361人 27.2%4 困っているとき助けてくれた 3,321人 26.8%高等学校中学校小学校

1 楽しくわかりやすい授業 4,784人 56.4%2 納得いくように話してほしい 2,028人 23.9%3 困っているとき助けてほしい 1,916人 22.6%4 努力を認めてほしい 1,797人 21.2%1 楽しくわかりやすい授業 2,821人 52.8%2 同じように接してほしい 1,749人 32.8%3 納得いくように話してほしい 1,319人 24.7%4 努力を認めてほしい 1,184人 22.2%1 楽しくわかりやすい授業 2,839人 53.3%2 同じように接してほしい 1,198人 22.5%3 納得いくように話してほしい 1,111人 20.8%4 努力を認めてほしい 912人 17.1%高等学校
小学校中学校
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